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プロジェクト（授業）概要 

〇目的 

 令和 4（2022）年度から和田学長のもと実施しているプロジェクト（授業）です。学生

は”Practice"（練習・実践）として、金沢大学の学生が参加できるプロジェクトやイベントを企画

し提案することを主題とした授業に参加します。こうした各グループでのプロジェクトに若手担当

職員も事前講義から参画してアイデアを出し合うというプロジェクトです。 

《金沢大学Web版シラバスより》 

令和 7（2025）年度共通教育科目「未来デザインプラクティス」（授業担当教員 国際日本研究教育センター 佐

藤 智哉 准教授） 

授業の主題 

「自分と未来は変えられる！」 

将来、皆さんは、地球温暖化などの全世界的な課題を解決するためのプロジェクトや、あるいは、

地域をより良くするための様々な取り組みに参加することになります。自ら自分たちの"未来をデザ

イン"し、効果的なプロジェクトを企画し、チームのリーダーやメンバーに提案（プレゼン）し、

様々な背景を持つ仲間とコミュニケーションを取りながら、その実現に向けて進んでいくというわ

けです。 

この授業は、その"プラクティス"（練習・実践）として、金沢大学の学生が参加できるプロジェ

クトやイベントを企画し提案することを主題とします。具体的には、１チーム 3〜4 人の構成で１つ

の企画をまとめ上げ、その成果を学長が参加する報告会で発表することが主課題となります。 

授業の目標 

 この授業では主に、以下の５つの能力を磨くことを目標とします。 

（１）独創的なアイデアを用いながらも、実行可能なプロジェクトを企画する能力 

（２）チームのメンバーと目的やアイデア共有しながらプロジェクトを推進するためのコミュニケ

ーション能力 

（３）プロジェクトを魅力あるものとして提示するプレゼンテーション能力 

（４）チームにおける自身の役割を認識しながら、主体的にプロジェクトに関わっていく能力 

（５）プロジェクトの当事者でありながらも、その意義や重要性を第三者視点から俯瞰的に捉える

ことができる能力 

授業の概要 

 この授業は、1回のガイダンス、4回の講義、プロジェクト報告会で構成されます（集中講義形式）。

4 回の講義では、プロジェクトの立案・実施のために、グループワークを中心としたアクティビティ

ーを実施します。 
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未来デザインプラクティス

“未来” を ”デザイン” する ”プラクティス（練習）”

⾃分の未来

地域の未来
⽇本の未来
世界の未来

https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/about/
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未来デザインプラクティス

「未来デザインプラクティス」とは

アウトカム

 未来を変えようという意欲
 未来を変えられるという⾃信
 未来を変えたという経験

授業を通して
⾦沢⼤学に関係する
プロジェクトを考える

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Latte_at_firefly_coffee_house.jpg
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国旗プロジェクト マイボトル普及プロジェクトフォトコンテスト
プロジェクト

 源流は1862年に開設「加賀藩 彦三種痘所」
 ⽇本で３番⽬に古い歴史を持つ
 学⽣数 = 10,785 留学⽣数 = 1,087

未来デザインプラクティス 4

⾦沢⼤学

未来デザインプラクティス 5

どのようなプロジェクト・イベントにするか

⾃分たちの⼤学は
⾃分たちでつくる

「⾦沢⼤学って、こういう⼤学だよね」
「⾦沢⼤学を、もっとこうしていきたいよね」

という、思い・気持ち・考えが、背景にあるような

プロジェクトやイベント

6

留学をもっと⾝近に感じ
てもらうためにカジュア
ルな留学体験紹介イベン
トを開催する

⽯川県にある他⼤学と⼀
緒に、⼤学の魅⼒を伝え
る動画作成やその合同鑑
賞イベントを開催する

これまでの実績 & 2024年度のプロジェクト企画

2022年から開講 → 今年は4年⽬です

これまで105名の学⽣が参加 & 36個のプロジェクト

復興、国際化、
SDGs など

未来デザインプラクティス

事前講義

4



2024年度のプロジェクト企画

7

聴覚や視覚などの感覚が
過剰に敏感な症状を持つ
学⽣たちのキャンパスラ
イフについて理解を深め
る

学業などでなかなかボラ
ンティアに参加できない
学⽣が⾷を通して能登の
産業に貢献する

能登地⽅の本来持つ素晴
らしさをもう⼀度思い出
してもらえるような写真
展を開催する

未来デザインプラクティス 8

プロジェクトの例（地球社会基盤学類２年⽣）

未来デザインプラクティス

プロジェクトの例（地球社会基盤学類２年⽣） プロジェクトの例（地球社会基盤学類２年⽣）

未来デザインプラクティス

授業のスローガン

11

授業スケジュール（講義２⽇間 ⇒ 企画発表会 ）

【講義１】

【講義２】 【講義３】

【講義４】

 「⾦沢⼤学はどんな⼤学︖」

 プロジェクトの種はすでにキャンパスにある︕

練る

形る気づく

創る
 プロジェクトのアイデアを出し合う

 それぞれのアイデアを検討・吟味する

 “商品（アイデア）”をどのように売り込むか

 “お客様”の気持ちを想像する

 商品の”パッケージ”は重要

 プレゼン資料の構成（効果的な発表とは）

企画発表会
未来デザインプラクティス 12
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13

企画発表会

現状︖

⽇時 → 7⽉20⽇（⽇）
場所 → コンセールのと
学⻑と理事の前で

プロジェクト企画を発表します

１⽇⽬

2025年 5⽉24⽇

ゴール設定

未来デザインプラクティス１⽇⽬ 15

１⽇⽬（5⽉24⽇）01

2⽇⽬（5⽉25⽇）

企画発表会（7⽉20⽇）
100%完成したプロジェクトのスライドを作成

02

03

80%完成したプロジェクトのスライドを作成

プロジェクトのアイデアを、１〜２つにまとめる

７分間で発表

1⽇⽬の流れ

未来デザインプラクティス１⽇⽬ 16

１⽇⽬（5⽉24⽇）01
プロジェクトのアイデアを、１〜２つにまとめる

1.個⼈でアイデアを考える

2.グループを作成する

3.グループでアイデアを共有する

4.グループでアイデアを検討する

まずは
⾃分のアイデアを
考えてみましょう

未来デザインプラクティス 17１⽇⽬

プロジェクトのファーストステップ

未来デザインプラクティス 18

プロジェクトの素案を考える
 細かい点は気にしない
 携帯で調べてもよし

 「⾦沢⼤学って、こういう⼤学だよね」

 「⾦沢⼤学を、もっとこうしていきたいよね」
という、思い・気持ち・考えが、背景にあるような

プロジェクトやイベント

頭の⽚隅に

プロジェクト
には

”正解”はない

⼤原則

世界の課題、地域の課題

北陸には、⽯川県には
どんな課題があるか

⾦沢⼤学のこと

“なぜこうなってるの”疑問

いつもの場所

未来

“なぜこうじゃないの”

なんか違和感

⾃分が思うことは、みんなが思っている事かも
しれなし、⾃分が当たり前だと思っていても、
他の⼈には、当たり前じゃないかもしれない

⾃分の強みを活かす︕

専⾨
分野

- Yeah, I am the best on Earth︕ -

プロジェクトの種は
すでにキャンパスにある︕

アイデアの源泉の例

世界の課題を
“地域のサイズ”で

捉え直す

- “ナントカならないもんかな” - - Our university, Our home -

10年後の⾦沢⼤学
“未来”から”今”をみる

“ラク”したい︕

趣味
特技

好きなこと
モノ

１⽇⽬

6



グループA グループB グループC

 地域の⽅々や近隣の⼩学校の⽣徒
などに⼤学を開放し、様々な活動
を通して交流をはかる

 ⾦沢⼤学の広⼤な敷地を活⽤して
フラワーアートを作成し、⼈々の
交流を促進し⼤学を活気づける

 移動販売形式で様々な飲⾷店を
誘致し、学⽣の⾷⽣活の充実や
キャンパスの活性化につなげる

未来デザインプラクティス 19

2022年のプロジェクト

１⽇⽬

グループD グループE グループF

 海外に対する関⼼や友達作りを⽬
的として、留学⽣と世界各国の料
理を作る異⽂化交流会を開催する

 留学⽣と⼀緒にお菓⼦を作るイベ
ントを開催し、多様な背景を持つ
⽣徒同⼠の交流機会を増やす

 国際性が視覚的にもわかるように
国旗を飾り付け、留学⽣が穏やか
な気持ちで過ごせる環境を作る

未来デザインプラクティス 20

2022年のプロジェクト

１⽇⽬

グループA グループB グループC

 朝の活動を習慣化するためのきっ
かけとして、珈琲などを無料で提
供するイベントを開催する

 宝町付近の⼩学⽣や留学⽣などと
の交流イベントを開催し、地域の
⼈々との交流をはかる

 ⾬が多い⾦沢において、忘れ物の
傘をアート作品として飾り付ける
ことでキャンパスを活気づける

未来デザインプラクティス 21

2022年のプロジェクト例

１⽇⽬

グループD グループE グループF

 仮眠スペースを設置し、空きコマ
などで活⽤してもらい、学⽣がよ
り授業に集中できる環境を作る

 学⽣が⾃⾝の専⾨分野を教えるイ
ベントを開催し、学⽣同⼠の知識
の融合を促進する

 アプリを使ったマッチングサービ
スを開発し、学類間や異⽂化間の
学⽣交流機会を増やす

未来デザインプラクティス 22

2022年のプロジェクト例

１⽇⽬

グループA グループB グループC

 多様な価値観を持つ学⽣が集まり
共同で作品を作るワークショップ
形式のイベントを開催する

 若⼿職員の⽅や学⻑とのザツダン
イベントを開催し、学域や教職員
の枠を超えたつながりを創出する

 ⼼と⾝体のバリアフリーの理解を
深めることを⽬的としたワーク
ショップイベントを開催する

未来デザインプラクティス 23

2022年のプロジェクト例

１⽇⽬

国旗プロジェクト

未来デザインプラクティス 24１⽇⽬
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25

グループA グループB グループC

 環境を考えプラスチック資源の削
減を⽬的として、マイボトルの活
⽤を普及させる

 様々なバックグラウンドをもつ⾦
沢⼤学⽣の多様性を可視化して、
出会・繋がりの機会を作る

 留学⽣と⽇本⼈学⽣が、⾃国の
料理を作りながら、そして⼀緒に
⾷べながら、⽂化交流をはかる

2023年のプロジェクト例

１⽇⽬ 未来デザインプラクティス 26

グループA グループB グループC

 学⽣と教職員が同じ⽬線にたって
ザツダン形式で意⾒を交換する
交流会を開催する

 キャンパス内で使⽤していない教
室を学⽣たちに開放し、勉強や交
流などに活⽤してもらう

 100年後にも残したいような現在
の⾦沢⼤学の姿をテーマにフォト
コンテストを開催する

2023年のプロジェクト例

１⽇⽬ 未来デザインプラクティス

27

グループD グループE グループF

 冬季期間に、物理的な明るさと⼼
の明るさを⽬的としたイルミネー
ションイベントを開催する

 イノベーションを起こしやすい環
境づくりのためにブレインストー
ミングをマラソンのように⾏う

 キャンパス内にある学⾷スペース
の認知度を上げるためにスタンプ
ラリーを開催する

2023年のプロジェクト例

１⽇⽬ 未来デザインプラクティス 28

グループA グループB グループC

 昼⾷時の学⾷の混雑を緩和して
より昼休みを活⽤できるように
学⾷の予約制を導⼊する

 試験前に、図書館での学習を促進
するために、軽⾷やコーヒー・紅
茶などを提供する

 ⾃然に囲まれたキャンパスの外で
友達と時間を過ごせるように
パラソル付きテラスを設置する

2023年のプロジェクト例

１⽇⽬ 未来デザインプラクティス

29

グループD グループE グループF

 キャンパスをつなぐ地下通路に
国旗にリメイクした傘を飾って
華やかにする

 実際に海外に留学する前に
留学⽣の部屋にホームステイして
プチ留学を経験する

 学内で⾏われるイベントについて
学⾷で告知するためのラジオを
配信する

2024年のプロジェクト例

１⽇⽬ 未来デザインプラクティス 30

 聴覚や視覚などの感覚が過剰に敏
感な症状を持つ学⽣たちのキャン
パスライフについて理解を深める

 学業などでなかなかボランティア
に参加できない学⽣が⾷を通して
能登の産業に貢献する

 能登地⽅の本来持つ素晴らしさを
もう⼀度思い出してもらえるよう
な写真展を開催する

2024年のプロジェクト例

１⽇⽬ 未来デザインプラクティス

8



31

 地震がない国からも来る⾦沢⼤学
の留学⽣のために、地震発災時の
⾏動マニュアルを作成する

 留学をもっと⾝近に感じてもらう
ためにカジュアルな留学体験紹介
イベントを開催する

 ⽯川県にある他⼤学と⼀緒に、⼤
学の魅⼒を伝える動画作成やその
合同鑑賞イベントを開催する

2024年のプロジェクト例

１⽇⽬ 未来デザインプラクティス 未来デザインプラクティス 32１⽇⽬

プロジェクトの種類

イベント型 設置型

などなど

国際化 復興多様性

【 アイデアシート 】
 ⽒名

 学類

＜ アイデア１ ＞

＜ アイデア２ ＞

＜ アイデア３ ＞

＜ アイデア４ ＞

【 アイデアシート 】
 ⽒名

 学類

＜ アイデア１ ＞

＜ アイデア２ ＞

＜ アイデア３ ＞

＜ アイデア４ ＞

例

国旗プロジェクト

 アカンサスの通路に、留学⽣の出⾝
国の国旗を飾る。

 ⾦沢⼤学をもっと国際性・多様性が
あふれる⼤学にしたい。

細かいことは、⼀旦おいといて
• 「どのくらいのサイズの国旗を飾るの︖」

• 「留学⽣の出⾝国は何カ国あるの︖」

• 「国旗を購⼊るのにいくらぐらいかかるの︖」

私の経験から

未来デザインプラクティス 35

アイデア

アイデア

アイデア

アイデア

アイデア

アイデア

アイデア

アイデア

アイデア

アイデア

アイデア アイデア

アイデアアイデア

アイデア

アイデア

アイデアアイデア

アイデア

アイデア

アイデア

アイデア アイデア

“モノ”になるのは少数
カタチもどんどん変化する

未来デザインプラクティス 36１⽇⽬

グループ分け

9



未来デザインプラクティス 37

ここまでで、第１講義は終わり

グループでアイデアを
シェアしてみましょう

まずは
⾃⼰紹介︕

 あらかじめ、プロジェクトを企画してきていて
どうしてもそれをやりたいという場合は
別アイデアとして実施します

1⽇⽬の流れ

未来デザインプラクティス１⽇⽬ 38

１⽇⽬（5⽉24⽇）01
プロジェクトのアイデアを、１〜２つにまとめる

1.個⼈でアイデアを考える

2.グループを作成する

3.グループでアイデアを共有する

4.グループでアイデアを検討する

未来デザインプラクティス

１つに絞るのは難しい
ですよね・・・

そうは⾔っても

せっかく思いついたアイデアを
捨てるのはもったいない︕

39１⽇⽬ 未来デザインプラクティス

“お客様”の観点から考える

そのプロジェクトを実施したら
⾦沢⼤学はどのように

変わるのだろうか

そのプロジェクトに
参加した⼈たちは

どのような気分になるか

そのプロジェクトは
どのような点が優れていると

評価されるか

そのプロジェクトに
参加した⼈たちの⼈⽣は

どのように変わるのだろうか

40１⽇⽬

未来デザインプラクティス 41

新しいアイデア ＝ 既存のアイデアの組み合わせ

＋

＋

⇒

⇒

１⽇⽬ 未来デザインプラクティス 42

新しいアイデア ＝ “味変”

＋ ⇒昨年の学⽣の
アイデア

⾃分たちの
アイデア

新しい
アイデア

１⽇⽬

10



これまでの経験から・・・

未来デザインプラクティス 43

「⽣協の⻑い⾏列をなんとかしたい」
↓ ↓ ↓ ↓ ↓

改善には時間がかかります

１⽇⽬ 未来デザインプラクティス

⾃分のモード

44１⽇⽬

未来デザインプラクティス 45

モード１ = 陽キャな教員

 知り合いたくさん!

 ポジティブ︕

１⽇⽬ 未来デザインプラクティス 46

モード２ = ⼀⼈が好き

⼭形⽣まれの
素朴な⻘年

https://jp.zekkeijapan.com/area/index/107/

部屋から出ない
学問分野

美術館へは
平⽇に⼀⼈で

１⽇⽬

未来デザインプラクティス 47

モード３ = ⾁⾷系 ”ガンガンいこうぜ”

“⾦沢の佐藤”

１⽇⽬ 未来デザインプラクティス 48

どれが本当の佐藤さんですか︖

陽キャ

⼀⼈ ⾁⾷

︖
“本当の⾃分”がある︖
バランス︖

１⽇⽬
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未来デザインプラクティス

全部が”佐藤智哉”で
時と場合によって

OSを⼊れ替える感じ

49

感覚的には

１⽇⽬ 未来デザインプラクティス

プロジェクトの⼀員のときは
どのOSを使うか︖

50１⽇⽬

未来デザインプラクティス

グループメンバーのうち⼀⼈は
パソコンを持ってきてください

51１⽇⽬

２⽇⽬

2025年 5⽉25⽇

ゴール設定

未来デザインプラクティス２⽇⽬ 53

１⽇⽬（5⽉24⽇）01

2⽇⽬（5⽉25⽇）

企画発表会（7⽉20⽇）
100%完成したプロジェクトのスライドを作成

02

03

80%完成したプロジェクトのスライドを作成

プロジェクトのアイデアを、１〜２つにまとめる

７分間で発表

今⽇の課題

未来デザインプラクティス 54

1. アイデアを１つに決める

2. プレゼンのスライドの構成を考える

3. プレゼンのスライドを作成していく

⽬標は80%!

２⽇⽬
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6⽉20⽇（⾦）までの課題

未来デザインプラクティス 55

 プロジェクトのPPTスライド（完成版）を作成し提出する
 グループの連絡係or作成者がメールで私に提出する

（添付ファイル）
 締め切り ⇒ 6⽉20⽇（⾦） 13:00
 satotomoya@staff.kanazawa-u.ac.jp

satotomoya@gmail.com

ゴール

佐藤先⽣

グループXの連絡係の⽯川太郎です。
私たちのプロジェクトの発表スライドを
このメールに添付いたしました。

ご確認をよろしくお願いいたします。

（課題提出）『未来デザインプラクティス』

メールの
タイトル

パワーポイント

２⽇⽬ 未来デザインプラクティス

もう⼀度 → “お客様”の観点から考える

そのプロジェクトを実施したら
⾦沢⼤学はどのように

変わるのだろうか

そのプロジェクトに
参加した⼈たちは

どのような気分になるか

そのプロジェクトは
どのような点が優れていると

評価されるか

そのプロジェクトに
参加した⼈たちの⼈⽣は

どのように変わるのだろうか

56２⽇⽬

プロジェクトを1つに
決めましょう

未来デザインプラクティス 57

内容を検討して

２⽇⽬

スライドの設計図を作る

未来デザインプラクティス 58２⽇⽬

スライドの設計図とは

未来デザインプラクティス 59

スライド１枚⽬︓表紙

このスライドの⽬的 ⇒
 プロジェクトのタイトルと伝える
 写真をつかって、プロジェクトのイメージを伝える

２⽇⽬

スライドの設計図とは

未来デザインプラクティス 60

スライド２枚⽬︓プロジェクトの背景

このスライドの⽬的 ⇒
 なぜこのプロジェクトを実施しようと思ったのか伝える
 どのようにこのプロジェクトを思いついたのか伝える

２⽇⽬
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スライドの設計図とは

未来デザインプラクティス 61

スライド３枚⽬︓プロジェクトの内容

このスライドの⽬的 ⇒
 このプロジェクトはどのようなプロジェクトなのか伝える
 このプロジェクトに誰が参加するのか伝える

２⽇⽬

スライドの設計図とは

未来デザインプラクティス 62

スライド４枚⽬︓プロジェクトの効果

このスライドの⽬的 ⇒
 このプロジェクトを実施するとどのような効果が得られるのか
 このプロジェクトの参加者はどのように変わるのか

２⽇⽬

スライドの設計図とは

未来デザインプラクティス 63

スライド５枚⽬︓プロジェクトのプロセス・リソース

このスライドの⽬的 ⇒
 このプロジェクトをどのようなスケジュールで進めていくのか
 このプロジェクトにはどのくらいの⼈員・資⾦が必要なのか

２⽇⽬

スライドの設計図とは

未来デザインプラクティス 64

スライド7枚⽬スライド6枚⽬

 7分の発表⽤のスライド
 スライドの枚数は⾃分たちのグループの

発表にあわせて⾃由（5~10枚ぐらい）
 スライドの順番・構成も⾃由
 現時点での案を作成。後から、変更してもよい
 最終的に、pptx or PDF として提出

**⽉**⽇

２⽇⽬

発表の中で伝えることの例

未来デザインプラクティス 65

プロジェクトの
背景

プロジェクトの
内容

プロジェクトの
⽬的

プロジェクトの
効果

プロジェクトの
プロセス・リソース

この通りでも
この通りでなくても

構いません

ストーリー部分、できる限りポジティブに
⾦沢⼤学のイメージ

初めて聞いた⼈でもイメージできるように

こういう⽬的 ⇒ こういうプロジェクト
とつながるように

何⼈が参加するのか、参加した⼈はどう思うか
⾦沢⼤学にどのような影響があるのか

 いつプロジェクトを実施するのか
 プロジェクトを実施までの準備計画
 誰が準備するのか
 誰のサポートが必要なのか
 どのくらい予算はかかるのか

２⽇⽬ 未来デザインプラクティス 66

サポートが必要なときは
早めに相談

こういうことって、できますか
こういうことって、わかりますか

こういうことって、調べられますか

私、学⽣サポーター、or 職員の⽅に相談

２⽇⽬
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6⽉20⽇（⾦）までの課題

未来デザインプラクティス 67

 プロジェクトのPPTスライド（完成版）を作成し提出する
 グループの連絡係or作成者がメールで私に提出する

（添付ファイル）
 締め切り ⇒ 6⽉20⽇（⾦） 13:00
 satotomoya@staff.kanazawa-u.ac.jp

ゴール

佐藤先⽣

グループXの連絡係の⽯川太郎です。
私たちのプロジェクトの発表スライドを
このメールに添付いたしました。

ご確認をよろしくお願いいたします。

（課題提出）『未来デザインプラクティス』

メールの
タイトル

パワーポイント

２⽇⽬
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企画発表会当⽇スケジュール 
■ ７⽉２０⽇（⽇）【能登町】
7:45〜 参加者集合  ※各乗り場集合時間は p4 へ 

8:00〜 
（学⽣迎え） 

8:00 事務局前出発（⼤型バス２台） 
→8:05 若松乗⾞
（酒のやまや側のバス停付近︓V ドラッグもりの⾥店向かい）
→8:07 旭町乗⾞
（ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ⾦沢旭町三丁⽬店側歩道︓⾦沢ﾒﾓﾘｱﾙﾎｰﾙｱﾈｯｸｽ向
かい）
※途中、⾼松 SA、⻄⼭ PA でトイレ休憩をとります。

8:40 ⾼松 SA 到着 10 分休憩 ※⾹林坊組と合流 

（バス⾞内） 学⽣・参加教職員の⾃⼰紹介等 

10:50 コンセールのと（能登町） 着 

11:00 能登町教育⻑によるご講義 45 分 

11:45 昼⾷（職員によるランチョンセミナー）45 分 

12:30 学⽣企画発表（各チーム︓発表 7 分） 
14:30 発表内容の審査 10 分間  ※学⽣は休憩時間 

14:40 講評 ※表彰は後⽇ 
14:50 学⻑によるご講義 60 分 
15:50 集合写真撮影 
16:00 コンセールのと 発 
（バス⾞内） 学⽣・参加教職員による感想発表等 

18:00 ⾼松 SA 到着 10 分休憩 ※⾹林坊組は別⾞両に乗⾞ 

18:50 頃 →旭町降⾞
→若松降⾞
→⾦沢⼤学事務局前⽞関降⾞
※それぞれ下⾞時点で解散

地域での学び 
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〇プラクティス参加状況 

＜最終発表時参加人数＞ 

〇プラクティス企画一覧 

実施日 実施場所 
学生

人数 

教職員

人数 
合計 

7月 20日（日） 能登町 41 20 61 

企 画 

金沢大学キャンパス案内：錯視サインプロジェクト 

金沢大学に「和」をもっと 

KANAZAWA Welcome Tour ～不安をfunに～ 

"みんな"の金沢大学の歩き方:RAIN 

中×大カフェ 

金沢大学V l o gプロジェクト 

CoCoプロジェクト ～地域に貢献する金大生～ 

仮眠環境の導入 ハンモック導入による効果の検証 

宿泊型のオープンキャンパスで高校生に金沢大学の魅力を発信 

アートギャラリー 
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共通教育科目「未来デザインプラクティス」の企画発表会を能登で実施 

7 月 20 日，共通教育科目「未来デザインプラクティス」の企画発表会が石川県能登町で行わ

れ，学生・教職員ら約60名が参加しました。 

この科目は，「自分と未来は変えられる！」をテーマに，令和 4 年度からスタートしたもの

です。自分たちの“未来をデザイン”し，さまざまな背景・専門性を持つ仲間とコミュニケー

ションを取りながら，その実現に向けて進んでいき，その“プラクティス（練習・実践）”と

して，学生が参加できるプロジェクトやイベントを企画し提案することを主な内容としていま

す。 

当日は，能登町にあるコンセールのとにて，眞智富子能登町教育長による講義「これから 

chance change charge」がありました。能登半島地震・豪雨からの復興に向けた能登町の現状・

取り組み，被災した松波小学校の歩みといった貴重なお話を聴かせていただきました。 

午後には，学生が 2 ヶ月間練り上げてきたプロジェクトの企画発表を行いました。企画発表

の講評の後，和田隆志学長による「自ら学び，自ら育む」の講義があり，学生から積極的に質

問や発言が飛び交い，充実した時間となりました。 

帰りのバスの中では，日本海の絶景を眺めながら，企画発表の振り返りを行いました。今後

は，学生が企画したプロジェクトをさらにブラッシュアップし，その実現に向けて活動を続け

ていきます。 

能登町教育長による講義  学生による企画発表

和田学長の講義の様子  集合写真
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ご協力いただいた皆様

〇能登町 

  眞智 富子 能登町教育委員会 教育長 

〇スタッフ（所属・役職等は、実施当時のものです。） 

【総責任者・主宰】 

和田 隆志 学長 

【総括】 

滝波  泰 理事（総務・財務・施設担当）・副学長・事務局長 

 佐藤 智哉 国際日本研究教育センター 准教授 

   小幡 陽子 学務部学生支援課 課長（調整補助） 

   中山 秀和 学務部基幹教育支援 課長（調整補助） 

【担当】 

山下 貴弘     融合研究域融合科学系 助教 

中貝 壮太 総務部 学術情報課 図書情報係 図書職員 

高田 進之介 財務部 財務企画課 財務総括係 一般職員 

原 陸人 施設部 施設管理課 機械係 技術職員 

入口 康彦 研究推進部 研究支援課 専門職員 

芝田 裕之 社会共創推進部 産学連携支援課長 

岡崎 桃子 学務部 学務課 教務総括係 一般職員 

松田 啓太 学務部 学生支援課 学生相談係 一般職員 

河崎 純子 国際部 留学企画課 留学推進担当 主任 

大島 智葉 融合系事務部 総務課 会計係 一般職員 

松本 瑠美香 人間社会系事務部 学生課 教務・学生支援担当 一般職員 

梅田 真子 理工系事務部 総務課 人事係 一般職員 

宇波 丈太郎 財務部 財務管理課 調達管理係 一般職員 

江端 恵里奈 病院部 経営管理課 予算企画係 一般職員 

 【自動車運転】 

 渡邊 直規  総務部総務課 自動車運転士 
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  【問合せ先】金沢大学学務部学生支援課 

  〒920-1192石川県金沢市角間町 

  h_resilience@adm.kanazawa-u.ac.jp 

令和8（2026）年6月 発行：金沢大学 編集：金沢大学学務部 無断転載・複製を禁じます。 
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